
個々の製品の実績値（   面積：X1、X2、X3 
                出荷量：N1、N2、N3 
                 性能：A1、A2、A3） 

熱損失防止性能 

 個々の製品の目標基準値 関数式：R（X） 

   関数式により目標基準値が与えられる場合の目標基準達成の考え方 

以下の例の場合、製造事業者等の目標基準値、実績値及び目標基準達成の考え方は次の通り。 
 

製造事業者等の目標基準値 ： 𝑅 𝑋1 ∙𝑁1+𝑅 𝑋2 ∙𝑁2+𝑅 𝑋3 ∙𝑁3

𝑁1＋𝑁2＋𝑁3
   製造事業者等の実績値 ： 𝐴1∙𝑁1+𝐴2∙𝑁2+𝐴3∙𝑁3

𝑁1＋𝑁2＋𝑁3
 

 
製造事業者等の目標基準値 ≧ 製造事業者等の実績値  で目標基準達成 

Ｘ： 
基本指標 
（面積等） 

A1 

A2 

A3 

出荷量
N1  個 

出荷量
N3  個 

X３ 

出荷量
N2  個 

X２ X１ 

R（X３） 

参考資料２ 

↑悪い 

↓良い 

R（X１） 

R（X２） 
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